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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the thirteenth article based on our research and results in which we studied the 
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［一］今有穿地積一萬尺。 問爲堅・壤各幾何。 荅曰、 爲堅七千五百尺。 爲壤一萬
二千五百尺。
　　術曰、 穿地四、 爲壤五[2]　、 爲堅三[3]、 爲墟四[4]。 以穿地求壤、 五之、 求堅、 三之、
皆四而一[5]。 以壤求穿、 四之、 求堅、 三之、 皆五而一。 以堅求穿、 四之、 求壤、 五之、
皆三而一［6］。
訓読：今、 地を穿つこと積一万尺有り。 問う、 堅、 壌を為すこと各々幾何ぞ。 答えに曰う、
堅を為すこと七千五百尺、 壌を為すこと一万二千五百尺(3)。
　　 　術に曰く、 穿地四は、 壌五と為し、 堅三と為し、 墟四と為す (4)。 穿地を以て壌を
求むるは、 之を五し、 堅を求むるは、 之を三し、 皆四にして一とす。 壌を以て穿を求
むるは、 之を四し、 堅を求むるは、 之を三し、 皆五にして一とす。 堅を以て穿を求む
るは、 之を四し、 壌を求むるは、 之を五し、 皆三にして一とす。
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注：（3 ）ここでの計算は、次の通りである。
　　　　穿地容積10000立方尺×堅率 3 ÷穿地率 4 ＝堅土の体積7500立方尺
　　　　穿地容積10000立方尺×壌率 5 ÷穿地率 4 ＝壤土の体積12500立方尺















は 7500 立方尺になる。柔土は 12500 立方尺になる。
　　 　術にいう、（体積の比率は）穿地の容積 4 に対して、柔土は 5 であり、堅土は 3 であり、
墟土（掘り出す前の原土）は 4 である。穿地の容積から柔土を求める場合には 5 を掛け、
堅土を求める場合には 3 を掛け、ともに 4 で割る。柔土から穿地の容積を求める場合
には 4 を掛け、堅土を求める場合には 3 を掛け、ともに 5 で割る。堅土から穿地の容

























注：（8 ） 「重張」は、堅土、壤土のそれぞれを算出するために、2 箇所に布算すること。「張」
を「（算木を）置く」という意味に用いるのは、敦煌出土算書に用例がある。例えば、
























































　　　城の体積＝　　　　　　　　   　×高さ50尺×袤1265尺＝1897500立方尺











訳：今、土塀があり、下広 3 尺、上広 2 尺、高さ 1 丈 2 尺、袤 22 丈 5 尺 8 寸である。問う、
体積は如何ほどであるか。答えにいう、6774 立方尺である。
［四］今有隄、 下廣二丈、 上廣八尺、 高四尺、 袤一十二丈七尺。 問積幾何。 荅曰、
七千一百一十二尺。
冬程人功、 四百四十四尺。 問用徒幾何。 荅曰、 一十六人一百一十一分人之二。
術曰、 以積尺爲實。 程功尺數爲法。 實如法而一、 即用徒人數。
訓読：今、 隄有り、 下広二丈、 上広八尺、 高四尺、 袤一十二丈七尺。 問う、 積は幾何ぞ。
答えに曰う、 七千一百一十二尺。
　　 冬程の人功(14)は四百四十四尺なり。 問う、 用徒は幾何ぞ。 答えに曰う、 一十六人
一百一十一分人の二。
　　 術に曰く、 積尺を以て実と為す。程功の尺数を法と為す。実、 法の如くして一とすれ
ば、 即ち用徒の人数なり(15)。
注：（1 4）「人功」とは、労働規程に定められた 1 日 1 人当たりの仕事量である。商功章では、




分の 2 とするが、商功章では冬季が夏季の約 2 分の 1 になっている。
　　（15）ここの計算は次の通りである。なお、算出した必要人夫数は、延べ人数である。
　　　隄の体積＝　　　　　　　　　 ×高さ 4 尺×袤 127 尺＝ 7112 立方尺
　　　隄の体積 7112 立方尺÷冬程人功 444 立方尺 / 人・日＝必要人夫数 16 2―111人・日
訳：今、堤防があり、下広 2 丈、上広 8 尺、高さ 4 尺、袤 12 丈 7 尺である。問う、体積
は如何ほどであるか。答えにいう、7112 立方尺。

























仕事量）は全体の 5 分の 1 であり、「春程人功」からそれを除いた 5 分の 4 を「定功」
とする。
　　　溝の容積=　　　　　　　　　  ×深さ 5 尺×袤70尺＝4375立方尺
　　　春程人功766立方尺/人・日×（ 1 －出土功 1―5 ）＝ 612
4―5 立方尺/人・日
　　　溝の容積4375立方尺÷612 4―5 立方尺/人＝必要人夫数 7
427―3064人・日
訳：今、水溝があり、上広 1 丈 5 尺、下広 1 丈、深さ 5 尺、袤 7 丈である。問う、容積は
如何ほどになるか。答えにいう、4375 立方尺である。
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　　 春季の労働規程における 1 日 1 人当たりの仕事量は 766 立方尺、土の掘り出し作業の







































































訳：今、塹壕があり、上広 1 丈 6 尺 3 寸、下広 1 丈、深さ 6 尺 3 寸、袤 13 丈 2 尺 1 寸である。
問う、容積は如何ほどであるか。答えにいう、10943 立方尺 8 寸である。
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　　 術にいう、元の（労働規程の）仕事量を置き、土を掘り出す仕事量である 5 分の 1 を


















訳：（答えの容積の）「八寸」とは、 1 尺四方の地を掘って、深さが 8 寸となる容積を言っ
















訳：按じますに、この術に「元の仕事量を置き、土を掘り出す仕事量として 5 分の 1 を差
し引く」とあるのは、4 を掛けて、5 で割ることである。「また砂礫・水石の敷設作業







































　　　渠の断面積＝　　　　　　　　　 ×深さ18尺＝972―5   平方尺
　　　袤の長さ＝300000立方尺÷972―5   平方尺
　　　＝154317―81尺＝154丈3尺2
8―81寸
訳：今、地を掘って水渠を作ろうとする。その大きさは、上広 1 丈 8 尺、下広 3 尺 6 寸、
深さ 1 丈 8 尺、袤 51824 尺である。問う、容積は如何ほどであるか。答えにいう、
10074585 立方尺 6「寸」である（「寸」は 1―10立方尺）。
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